
旧
制
秋
田
中
学〝
秋
中
14
日
会
〞。

こ
れ
は
、
故
小
林
宏
君
の
あ
と
を

受
け
、
和
田
明
君
と
い
う
抜
群
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
し
で
は
、

再
会
を
か
さ
ね
る
た
の
し
さ
が
醗

酵
す
る
わ
け
が
な
い
。

同
会
は
、
も
と
も
と
首
都
圏
に

在
住
す
る
県
立
秋
田
中
学
（
現
・

秋
田
高
校
）
の
昭
和
二
十
一
年
卒

と
昭
和
二
十
二
年
卒
の
同
期
の
つ

ど
い
で
、
こ
れ
ま
で
、
毎
年
一
月

十
四
日
に
再
会
し
よ
う
と
誓
い
あ

っ
て
別
れ
、
歳
月
を
重
ね
た
七
十

六
歳
。

当
然
な
が
ら
、
一
足
さ
き
に
黄

泉
に
旅
い
そ
ぐ
同
期
の
桜
に
鎮
魂

を
捧
げ

る
が
、

一
方
、

瀬
戸
内

は
呉
市

よ
り
半

世
紀
余

の
歳
月

の
空
白

を
一
気

に
埋
め

て
馳
せ

参
ず
る

級
友
、

毎
年
、

静
岡
県

我
が
昭
和
三
十
七
年
卒
同
期
生

の
卒
業
四
十
五
周
年
記
念
総
会
が
、

十
一
月
十
日
（
土
）
、
十
一
日

（
日
）
の
両
日
、
大
潟
村
「
ホ
テ

ル
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
高
橋

壽
一
先
生
以
下
三
十
七
名
。

総
会
の
司
会
は
佐
藤
忠
次
君
。

役
員
改
選
で
は
新
会
長
に
寺
田
俊

は
藤
枝
市
よ
り
、
は
た
ま
た
首
都

圏
な
み
に
欠
席
の
た
め
し
な
し
と

い
う
仙
台
か
ら
の
元
気
印
の
仲
間
、

そ
し
て
、
と
き
に
は
、
母
校
の
地

元
・
秋
田
よ
り
連
れ
だ
っ
て
加
勢

に
駈
け
つ
け
る
な
つ
か
し
き
旧
友

た
ち
。

こ
れ
ら
同
期
の
仲
間
が
気
安
く

つ
ど
え
る
会
場
。
新
宿
は
ハ
イ
ア

ッ
ト
ホ
テ
ル
社
長
の
席
に
長
き
こ

と
あ
り
し
、
同
期
の
加
藤
三
朋
君

の
変
ら
ぬ
特
別
の
ご
高
配
に
よ
る

も
の
。

ま
さ
に
、
な
つ
か
し
く
、
お
い

し
く
、
う
れ
し
く
、
あ
り
が
た
き

「
秋
中
14
日
会
」
で
あ
っ
た
。
別

れ
は
、
い
つ
も
、
こ
の
人
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
指
揮
者
が
、
た
ち
ま
ち

応
援
団
長
に
変
身
す
る
佐
藤
菊
夫

君
の
母
校
の
愛
唱
歌
の
メ
ド
レ
ー

と
な
る
。
友
よ
、
老
い
て
佳
し
、

夫
君
を
選
出
し
た
ほ
か
、
四
十
七

名
の
新
役
員
が
選
任
さ
れ
た
。

記
念
講
演
は
山
本
組
合
病
院
長

の
大
淵
宏
道
君
。
乾
杯
の
音
頭
は
、

芦
屋
市
か
ら
十
三
時
間
か
け
て
馳

せ
参
じ
た
田
淵
瞭
君
。
そ
の
後
県

外
か
ら
の
出
席
者
と
初
参
加
者
の

十
二
名
が
近
況
を
報
告
。
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
東

京
支
部
長
伊
藤
清
信
君
の
中
締
め

で
締
め
く
く
っ
た
。

ま
た
、
総
会
の
年
度
ご
と
に
発

行
し
て
い
る
同
期
会
機
関
誌
「
紅

顔
日
に
日
に
」
は
第
七
号
を
数
え

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
編
集
長
熊

谷
邦
夫
君
の
奮
闘
に
よ
り
、
八
十

頁
の
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
版
と
し
て
総

会
に
間
に
合
わ
せ
て
発
行
。
出
席

者
か
ら
大
好
評
で
あ
っ
た
。
な
お
、

藤
原
清
悦
君
が
秋
田
銀
行
頭
取
に
、

吉
村
昇
君
が
秋
田
大
学
学
長
に
就

任
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し

く
心
か
ら
健
闘
を
祈
る
。

（
37
会
事
務
局
、
関
徹
彌
・
記
）

十
月
十
三
日
（
土
）
ホ
テ
ル
ノ

ー
ス
シ
テ
ィ
ー
（
札
幌
市
）
に
お

さ
れ
ど
、
老
け
て
は
な
ら
ん
。
夢

と
ロ
マ
ン
は
無
税
な
り
。（
筆
者

は
、
本
年
当
番
の
築
山
小
学
校
グ

ル
ー
プ
・
照
井
敏
雄
君
、
那
小
屋

豊
君
と
小
生
三
人
を
代
表
し
て
、

加
藤
日
出
男
・
記
す
）

い
て
札
幌
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
本
部
・
母
校
か
ら
辻
会
長
、

柴
田
学
校
長
、
仙
波
事
務
局
長
を

来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
総
勢
三

十
八
名
と
盛
会
で
あ
っ
た
。

播
磨
屋
敏
生
支
部
長
（
昭
和
三

十
五
卒
）
の
挨
拶
、
事
業
報
告
や

予
算
案
承
認
の
後
、
役
員
改
選
が

行
わ
れ
た
。
三
期
九
年
と
長
き
に

渡
り
支
部
長
の
要
職
を
務
め
ら
れ

た
播
磨
屋
支
部
長
よ
り
、
新
支
部

長
と
し
て
加
賀
屋
誠
一
氏
（
昭
和

四
十
一
卒
）
が
推
薦
さ
れ
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
他
の
役

員
・
幹
事
は
三
名
が
新
任
、
十
名

が
再
任
と
な
っ
た
。

辻
会
長
の
ご
祝
辞
の
後
、
柴
田

学
校
長
か
ら
は
進
学
状
況
や
ク
ラ

ブ
活
動
な
ど
母
校
の
近
況
に
つ
い

て
お
話
が
あ
り
、
先
に
開
催
さ
れ

た「
二
〇
〇
七
秋
田
わ
か
杉
国
体
」

で
の
秋
高
生
の
活
躍
ぶ
り
が
紹
介

さ
れ
、
参
加
者
一
同
秋
田
へ
と
思

い
を
馳
せ
た
。
中
川
重
刀
氏
（
昭

和
十
九
卒
）
の
ご
発
声
で
乾
杯
。

祝
宴
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

進
み
、
最
後
は
校
歌
と
「
フ
レ
！

フ
レ
！
秋
高
」
の
エ
ー
ル
が
会
場

内
に
高
ら
か
に
響
い
た
。

（
昭
和
61
年
卒
・
佐
々
木
宏
志
）

(9) 平成20年１月15日 秋　高　同　窓　会　だ　よ　り 第 82 号

つ
　
　
ど
　
　
い

友
よ
、
老
い
て
佳
し

さ
れ
ど
　
老
け
て
は
な
ら
ぬ

昭
和
21
・
22
卒
　
首
都
圏
「
秋
中
14
日
会
」
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加
賀
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が

新
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部
長
に

札
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支
部
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会

藤
原
君
が
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銀
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取

吉
村
君
が
秋
大
学
長
に


